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概要 

金沢港の施設整備進捗に伴う段階的な地形変化における，港内埋没を数値シミュレーションにより検討し，施設整備中の埋

没に対して効果的な施設整備手順及び抜本的漂砂対策工を検討した．検討にあたり，現地データに基づいた種々の解析によっ

て埋没実態及び埋没メカニズムを明らかにし，埋没予測の精度向上を図った． 
キーワード:埋没特性，底質分布特性，波浪特性，副振動特性，再現計算 

 

 

 

 

  

 

  

 
 

 

図-1 金沢港の施設名称と 2009 年の等深線 

図-4 地形変化計算結果 

堆積侵食

0.30~(m/yr)

0.20~ 0.30

0.10~ 0.20

0.05~ 0.10

 工業用地

再現計算結果

西防波堤

防
砂
堤

5ｍ

15ｍ

20ｍ

10ｍ

5ｍ

15ｍ

20ｍ

10ｍ

0ｍ

0 2,000(m)

1.0(m/s)

波浪最盛期の流れ場

防
砂
堤

西防波堤

工業用地

20m

5m

0m

15m

5m

10m

10m

10m

5m

図-3 流況計算結果 
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図-2 底質組成と中央粒径 


